
日本一の灌漑用溜池・満濃池のある町 

            「まんのう町」  

香川県 まんのう町長
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 土器川の源流が滔々と流れ、四方を緑の山々に

囲まれた、琴南町。日本一の溜池「満濃池」や四

国唯一の「国営讃岐まんのう公園」を有する、豊

かな緑と水のまち、満濃町。雄大な阿讃山脈のふ

もとにたたずみ、自然や風物に恵まれた仲南町。

香川県南西部の自然豊かな三つの町がひとつにな

り、「まんのう町」が 2006 年 3 月 20 日に誕生し

ました。 

 香川県は瀬戸内海地方でもとりわけ雨が少なく、

また海と山に挟まれるようにして狭く広がる讃岐

平野では、せっかくの雨水も直ぐに瀬戸内海に流

れてしまい、農業用水の確保が極めて難しく、そ

のために多くの溜池が存在しています。そして、

その殆どが農業用溜池として人々の生活を支えて

きました。 

 中でも、「今は昔、讃岐国の郡に満濃の池とて

大きなる池あり」と今昔物語にも書かれた満濃池

は貯水量 1,540 万トン、満水面積 138.5 ヘクター

ルと、農業用溜池としては他に類を見ない日本一

の溜池であります。 

 満濃池の歴史は堤防の決壊と修築の記録、すな 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  満濃池 

わち人々の生死をかけた闘いの記録でもあります。

とりわけ 821 年、国司や民百姓達の願いにより、

「百姓、恋い慕うこと実に父母の如し」と評され

る程に民百姓から慕われていたという弘法大師空

海が改修工事の監督として迎えられ、土木技術の

枠を駆使しアーチ型堤防や余水吐、水たたきなど

画期的で効果的な偉業を残してきたと言われてお

ります。満濃池は、その後も幾度もの修築・改修

工事を行い現在に至っております。 

 満々と水を湛える静かな満濃池を見ていると、

延々と繰り返された人々の苦労が静に伝わってき

ます。 

 今年も 6月 13 日に、その年初めて水を流す「ゆ

る抜き」の神事が行われ満濃池を流れ出た水は、

平野に網の目のように張り巡らされた用水路を通

り、田へ、あるいは子池、孫池と呼ばれる下流に

ある数十もの小さな池へと供給され、地元まんの

う町のみならず、琴平町、善通寺市、丸亀市、多

度津町の 2 市 2 町の広大な地域を潤し、讃岐平野

に田植えの始まりを告げました。 
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 満濃池のゆる抜き 
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